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要　約

　平成20年に中央教育審議会によって示された「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支

援学校の学習指導要領等の改善について（答申）」では，各校種において，子どもの思考力・判断

力・表現力を育成することの重要性が示された。こうした背景を鑑み，理科教育においては，「科

学的な思考・表現」に関する学力を育成する枠組みとして，4MATシステムを援用した理科授業

デザインの視点を明らかにした。

　学校教育において，こうした思考力・判断力・表現力は単一の教科で育成されるべきものでは

なく，それぞれの教科の指導の中で横断的に育成されることが必要であることは明らかである。

鈴木らは理科授業デザインの枠組みを基準として，社会科，音楽科，保健体育科の各教科の学習

活動と比較を行い，それぞれの教科が保持している教科特性についての分析を行い，理科授業デ

ザインにおいて示された各象限の学習活動は教科横断的な視点として有用であることが示唆され

た。

　そこで本研究においては，この研究をさらに深化させるべく，第1象限の問題把握的学習に焦

点を当て，各教科における授業実践を概観することにより，問題把握的学習における重要な学習

活動がどのように各教科において解釈されているかを，教科横断的な視点から検討した。そして

その結果，「既有概念について自覚する」，「学びへの見通しを持つ」の二つの視点が，教科横断的

な視座においても有用であることが明らかとなった。

キーワード　理科授業デザイン，問題把握的学習，関心・意欲・態度，教科横断的な学習活動

1問題の所在

　平成20年に中央教育審議会によって示され

た「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特

別支援学校の学習指導要領等の改善について

（答申）」では，各校種において，子どもの思

考力・判断力・表現力を育成することが重要で

あることを指摘している1）。また，学校教育法

においても，小・中学校において，思考力・判

断力・表現力を育成する重要性，さらには問題

解決的な学習において，思考力・判断力・表現

力が中核的な役割を示していることが示唆さ

れている。

　理科教育においては，思考力・判断力・表現

力は「科学的な思考・表現」に関する学力とい

う観点で捉えており，「科学的な思考・表現」

に関する学力を育成する枠組みとして，4MAT

システムを援用した理科授業デザイン（以下，

理科授業デザインと記す）の視点を明らかにし

た2）。理科授業デザインでは，一連の問題解決

的な学習過程を第1象限から第4象限の学習

活動に分類し，これらを連続的に具現化するこ

とにより，思考力・判断力・表現力の育成に寄

与することを可能にしている。

　学校教育において，こうした思考力・判断

力・表現力は単一一の教科で育成されるべきもの
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ではなく，それぞれの教科の指導の中で横断的

に育成されることが必要であることは明らか

である。「幼稚園，小学校，中学校，高等学校

及び特別支援学校の学習指導要領等の改善に

っいて（答申）」においても，各教科の学習活

動を充実させることが，問題解決的な学習活動

の充実に寄与でき，さらにそこから各教科の学

習活動の充実へもつながることが示唆されて

いる3）。

　こうした背景のもと，鈴木・渡邊・渡辺・大

熊は，理科授業デザインの枠組みを基準として

社会科，音楽科，保健体育科の各教科の学習活

動と比較検討することより，それぞれの教科が

保持している教科特性についての分析を行っ

た4）。その結果，理科授業デザインにおいて示

された各象限の学習活動は，社会科，音楽科，

保健体育科の授業における学習活動と，類似性

を持っていることが明らかとなり，理科授業デ

ザインが教科横断的な視点として有用である

ことが示唆された。特に第1象限の問題把握的

学習においては顕著な教科特性は見られず，こ

れらの象限における学習活動が理科固有では

なく教科横断的な枠組みの基礎となり得るこ

とができると考えられる。

　そこで本研究においては，この研究をさらに

深化させるべく，さたに国語科を加え，第1

象限の問題把握的学習に焦点を当て，国語科，

社会科，音楽科，保健体育科における授業実践

を概観することにより，問題把握的学習におけ

る重要な学習活動がどのように各教科におい

て解釈され，授業実践において具現化されてい

るかについて明らかにする。

II理科授業デザインにおける問題把握的

　学習

1問題把握的学習の意味内容

　理科授業デザインは，第1象限の問題把握的

学習，第2象限の分析的学習，第3象限の共

通感覚的学習，第4象限の知識活用的学習を連

続的に行うことにより，思考力・判断力・表現

力の育成に寄与することができる枠組みを示

したものである。この第4象限の知識活用的学

習を将来的な第1象限の問題把握的学習へと

関連付けることにより，連続的な学習を可能と

する。つまり，問題把握的学習は理科授業デザ

インの最初の象限であり，さらには過去の第4

象限の学習と接続する重要な単元であると考

えられる。

　問題把握的学習における基本的な視点は「既

有概念について自覚する」，「学びへの見通しを

持っ」の二つである。

　子どもが「既有概念を自覚する」という視点

は，問題の対象としている自然事象に関連する

生活経験や既習事項を想起することであると

捉えることができる。生活経験と既習事項は，

いわゆる日常知と学校知と言い換えることが

できる。ホワイト（White，　R．W．）の指摘によれ

ば，子どもが持っている知識体系は，学習に対

する関心・意欲・態度の構成要素である5）。す

なわち，子どもが学習の対象としている自然事

象に関連する日常知と学校知を想起すること

によって，自然事象に対する関心・意欲を高め，

子ども自身の問題として把握することが可能

となるのである。このような活動を行うために

は，教師は対象としている自然事象がどのよう

に日常生活と結びついているか，また，それま

でに理科授業を通して学習した既習事項とど

のように結びつけられているかを価値付けす

ることが必要である。

　一方で，「学びへの見通しを持つ」という視

点は，観察・実験計画の立案という形で捉える

ことができる。ブルーメンフェルトら
（Blumenfeld，　P．，　et　a1．）はプnジェクトベ・一一一・ス

学習の視点から，子ども自身が学習を計画して

進めることによって，学習で得た知識を活用可

能な概念という形で習得できることを示唆し

ている6）。このことから，子どもが見出した問

題に対して子どもが自然事象に対して予想や

仮説を持ち，観察・実験を通じて検証する方法

を考えることにより，自然事象の問題に対して

主体的に学習することが可能となり，科学概念

の構築に寄与できると考えられる。
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2授業実践における関心・意欲・態度と問題

把握的学習の関連性

　理科授業デザインにおける問題把握的学習

は，第4象限の知識活用的学習と連結する第1

象限であり，それまでに構築した概念をさらに

発展させる新たな問題解決学習の序開となる

学習場面である。伝統的な授業実践において，

この学習場面はいわば導入として位置づけら

れており，単元内容に対して学習意欲を喚起す

る場面であると捉えられる。各教科の授業実践

の導入において，学習意欲を喚起することが重

要であるのは論を待たず，学習意欲を喚起する

こと，換言すれば各教科における関心・意欲・

態度の育成は，問題把握的学習が具備しなけれ

ばならない特性であることは明らかである。

　従来の理科教育における関心・意欲・態度の

育成に関する研究として，バンデューラ
（Bandura，　A．）の自己効力（selfefficacy）を援用

した研究があげられる。これは「努力をしたの

だから成果が出るだろう1と考える結果期待

（outcome　expectancy），「自分ならできるかも

しれない」と自分の行為が可能であると考える

自信や信念といった効力期待（efficacy
expectancy）のことである7）・8）。理科授業の実践

研究においても，これらの視点を用いて関心・

意欲・態度の育成が重要であることが示唆され

ている9）。

　一方，問題把握的学習においては，マッカ・一・一一・一

シー（McCarthy，　B．），ホワイト（White，　R．W．），

ブルーメンフェルトら（Blumenfeld，　P，　et　a1．）

の理論を援用して，「生活経験や既有概念から，

学習についての課題を見出す」，「自然事象への

疑問や自分の考えを持ち，予想や仮説を立てる」

の二つの教授・学習活動が必要であることを明

らかにしている。問題把握的学習が関心・意

欲・態度の酒養に寄与していると措定すると，

これら二つの教授・学習活動は，結果期待と効

力期待を具備しているものと考えられる。

　「生活経験や既有概念から，学習についての

課題を見出す」という学習活動は，子どもがそ

れまでに構築した科学概念を基礎として，これ

からの学習する単元に対する価値付けを行う

と考えられる。学習対象の価値付けを行うとい

うことは，学習によって得られる結果に対する

期待であり，バンデューラの結果期待と等価で

あると捉えることができる。

　さらに，「自然事象への疑問や自分の考えを

持ち，予想や仮説を立てる」という学習活動は，

これからの学習活動において，自分がどのよう

な学習方略を用いて問題解決に臨むのかを決

定する場面であると考えられる。この学習方略

の選択は問題解決に有効であるものを選択す

るのは明らかであり，こうした活動を通じて，

子どもは学習の成功を予見し，バンデューラの

指摘する効力期待を保有することが可能であ

ると考えられる。

　つまり，問題把握的学習において重要な学習

活動は，従前の導入で考えられていた関心・意

欲・態度の育成と同じ視座であると考えられる

のである。

III国語科における問題把握的学習

1国語科における問題把握的学習の意味内容

　国語科においては，授業はリフレクティブに

デザインするものであると考えられる。すなわ

ち，授業を設計・実践し，その省察（リフレク

ション）から再設計（リデザイン）を行うこと

により，スパイラルに深化していくということ

である。これに基づいて行われる学習者の学習

活動のプロセスにおいて，4MATシステムを援

用した理科授業デザインを共通の視点として

おくことは有効であると考えられる。第1象限

の問題把握的学習から，第4象限の知識活用的

学習までを連続的に行うことで，思考力・判断

力・表現力の育成に寄与することも同様である

からである。そこから得られる二つの視点「既

有概念について自覚する」，「学びへの見通しを

持つ」はいずれも国語科において従前より着眼

されてきている。

　とくに，着目されるのは，第4象限の知識活

用的学習を，次の学習の第1象限の問題把握的

学習へと関連付けることにより，学習の連続性

と既習事項の積み上げを行っていくことがで
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きる点である。国語科においても，既習事項を

学習者が自覚的に学習に取り入れていくこと

は，その学習をより有意義なものにしていく上

で欠かすことができない。これは，第4象限の

知識活用的学習と第1象限の問題把握的学習

を接続する視点と軌を一にしていると考えら

れる。

　この「既習事項」は，「生活経験」や「既有

概念」と置き換えられることから，問題把握的

学習は国語科の授業デザインにおいても最初

の象限であると共に，前の単元の第4象限の学

習と接続する重要な単元であると考えられる

のである。

2国語科における問題把握的学習の授業実践

　ある作品や文章を学習材として扱う場合に，

一読後に書く感想を「初発の感想（一次感想）」

と呼んでいる。これは，学習者の生活経験や既

有概念を主体としたものである。学習者によっ

ては，語彙や知識不足であることから内容を理

解できなかったり，勘違いをして誤った読み方

をしていたりすることもある。その一方で，初

読で深い読みに達する学習者もいる。つまり，

この段階においては，様々なレベルの学習者が

混在しているということである。

　指導者としては，過去の学習（第4象限を含

む）を意識した上で，この学習材に向かう学習

者の問題意識について，ある程度の予測を持っ

て単元の設計（授業デザイン）を行うことが必

要であると考えられる。

　既習事項を積んでいくことで，学習材である

テクストに向かう視点は，学習者の中に複数持

ち得ているともいえる。たとえば，1年時に「少

年の目の思い出」という作品を通して，作品の

額縁構造について学び，それを既有知識として

2年時に「夏の葬列」という作品に出会ったと

きには，初発の感想に額縁構造を意識した記述

が多く見られるようになる。当然，それは読み

のレベルのスタートとしては，1年時よりも進

んだところにあるわけである。

　また，学習者が「教室に持ち込む生活や既有

知識を最大限に活用することで学習材が子ど

もにとって身近で意味あるものになる。「わけ

がわかる」つまり単なる「理解」のレベルから，

胴に落ちるから納得のレベルにまでいく。」と

いうことからも，学習者がテクストのどこに興

味や問題意識を抱き，何が理解できていないの

かを適切に分析することが肝要である10）。その

上で，学習に取り入れるべき事項をしぼり，学

習者自身が授業の中でそれを自覚してテクス

トに向き合えるようにしていく。そのためには，

小グループでの活動の設定など多様な学習形

態も意図していく必要がある。そういった個と

集団の往還にあって，自分の考えをもち，仮説

を立てて読んでいくことになる。

　問題意識を喚起するということは，荒木繁

（1953）が行った実践「民族教育としての古

典教育」で，作品鑑賞の中から学習者自らが問

題意識を見出した文学教育を「問題意識喚起の

文学教育」として西尾実が提唱した。これは，

作品中心の「読み」から「読み手」主体の「読

み」への転換が図られ，やがてそれは読みの多

義性を認めた「読者論」へとつながることにな

る11）。これは，テクストを学習していくことで，

その中に学習者が問題を見出すといったこと

であり，そこから新たな地平が広がったともい

えよう。

IV社会科における問題把握的学習

1社会科における問題把握的学習の意味内容

　社会科における問題把握的学習は，学習対象

となる社会的事象について，認識した事実を生

活経験や既有概念と照らし合わせながら疑問

を持ち，課題を設定することから始まる。一例

をあげると，地理的分野で「世界の生活と環境

（暑い地域）」の学習を行う際，壁のない高床

の家の写真を見せる。この事象について生徒は，

自分たちの日常生活における暑いときの暮ら

し方や，小学校での日本の様々な地域の暮らし

の学習などの生活経験や既有概念を活用し，暑

い地域では家屋がなぜこのようになっている

のか考え，自分なりの予想や考えを持ちながら

課題を設定するであろう。
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　社会的事象は社会で見られる事柄であるた

め，何らかの形で生徒とのかかわりを有してい

ることは言うまでもない。そのため，社会的事

象と出会わせ，それを自分の生活経験や既有概

念と照らし合わせて分析させ，課題を見出した

り，事象が見られる理由や背景について予想や

仮説を立てさせたりすることはとても重要で

ある。また，そこに至らないまでも，自分の知

っていることと学習対象である社会的事象を

結びつけ，社会で起こっていることとして捉え

させることは，社会科では一般的な問題把握的

学習における手法であると言っていい。

　このように，生徒に社会的事象とのつながり

が自分にもあるのだという思いを持たせるこ

とは，社会科の学習に対する関心・意欲を喚起

するための重要な視点のひとつである。また，

生徒が自ら解決したいと思う課題を持っこと

で学習の終着点が明確となり，見通しを持った

学習が進められるものと考えられる。見通しを

持った学習活動とは，生徒が自ら調べ，考察・

判断し，自分なりの答えを出す学習活動を意味

しており，こうして学習する社会的事象につい

て調べた一連の網羅的な知識群は，意味あるつ

ながりを持った有機的な概念を生徒の中に構

築することに寄与し，活用可能な概念的知識が

形成されるものと考えられる。

2社会科における問題把握的学習の授業実践

　先ほどは地理的分野の事例を一つ紹介した

が，ここでは，問題把握的学習の授業実践例と

して地理的分野，歴史的分野の事例を紹介する。

　地理的分野では，前述のように生活経験と学

習対象となる社会的事象を結び付けてとらえ

やすいと言った特色がある。冬の時期に行われ

た，関東地方の農業の特色についての学習では，

ある日の夕食で使われた食材調べを事前に行

わせ，班で情報交換をさせた。特に鍋材料とし

て食べられる葉物野菜に関東地方で生産され

ているものが多いこと，千葉県や茨城県で生産

されているものが多いことなどを見出し，なぜ

この地域での生産されているものが多いのか，

関東地方の他地域ではどのような農業が行わ

れているかについて調べる学習を行った。この

学習では主に大都市近郊の農業や都市農業の

特色について捉えることを目的としたが，この

学習の成果は近畿地方や中部地方など，他の大

都市を抱える地域の学習でも転用できるもの

となった。

　歴史的分野では，過去や現在との比較の視点

で事象を見ることにより，歴史の移り変わりが

明確になることから，既有概念を活用すること

が多い。「鎌倉時代にそれまでとは異なる新し

い仏教が武士や民衆に広まった」ことについて

の学習では，鎌倉仏教の新しさについて，それ

までの平安仏教の特色を想起させ，それらと比

較する活動を行った。過去と比較することで初

めてその違い（その時代における新しさ）が認

識され，「なぜこの時代に，このような変化が

生じたのだろう。」という疑問が生ずるであろ

う。

　また，「大日本帝国憲法の制定の意義」につ

いての学習では，今の憲法は何というか，憲法

とはどのようなものか，現代の日本国憲法につ

いて知っていることは何かなどについて挙げ

させたり，近代ヨーロッパの市民革命の単元で

学んだ，憲法とはどのような性質を持った法か

といった既有概念を想起させたりする活動を

行った。この活動を行うことで，日本国憲法と

大日本帝国憲法の違いは何か。その制定により

社会はどのように変わったのか。等の課題を持

ち，課題を解決するべく資料を探すなど，意欲

的な学習が進められた。これらは，既有概念を

活用して課題を見出した例と言える。

　このように地理・歴史各分野では，具体的な

社会的事象にっいての生活経験や既有概念か

ら生み出された課題を解決する中で，新たな知

識や概念を形成していくところに学習の特色

があり，問題把握的学習においては生活経験や

既有概念を活用していることが見出された。

　なお，公民的分野の学習では，社会のしくみ

や概念について具体的事例の収集・分析・考察

を通して理解を深める学習展開が一般的であ

ろう。したがって問題把握的学習の場面では，

学習対象とする仕組みや概念についてどのよ
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うなことを知っているか，歴史的にはどのよう

に移り変わってきたものか等の視点で話し合

うなどの活動（具体的には，「政治」というこ

とについて，生活経験の中から知っていること

を挙げたり，歴史的分野の学習で得た既有概念

を活用しながら，その目的やあるべき姿にっい

て考えていくことなど）がやはり行われている。

しかし，むしろ概念を理解していく際に生活経

験や既有概念を当てはめて活用していくこと

も多いように思われる。

V音楽科における問題把握的学習

1音楽科における問題把握的学習の意味内容

　音楽科授業デザインは，理科授業デザインの

4MATシステムを援用し，第1象限の問題把

握的学習，第2象限の分析的学習，第3象限

の共通感覚的学習，第4象限の知識活用的学習

を連続的かつ補完的に行うことや，各象限の教

授や学習活動を具現化することによって問題

解決的な学習が実現され，「音楽的な思考・判

断・表現」に関する学力育成に寄与できること

が示唆された。

　音楽科では，第2象限「分析的学習」と第3

象限「共通感覚的学習」における取組みが学習

内容の深まりにおいて重視される。これらの象

限に至るまでの第1象限「問題把握的学習」は，

動機づけと共に更なる学習への喚起の意味で

も重要な象限と言える。また，第1象限は，第

4象限「知識活用的学習」からの関連付けによ

り，4MATシステムの連続的な循環，繰り返し

行われることにより，全ての象限が深化してい

くものとして捉えている。つまり，一つの象限

によって培われた力を次の象限へ，補完し合い

ステップを重ねながら関連付けられ，それらの

連続性から，次なる4MATシステムにおける

問題把握的学習が，以前よりも深化していくも

のだと考えられる。

　問題把握的学習における基本的な視点は「既

有概念について自覚する」，「学びへの見通しを

持つ」の二つである。「問題把握的学習」を音

楽科の教授・学習活動の視点から見ると，「生

活経験や既有概念から，楽曲理解や表現方法に

ついての問題を見出す」「作曲方法や楽曲への

疑問や自分の考えを持ち，予想や仮設をたてる」

ことである。

　「既有概念を自覚する」視点において，音楽

的な生活経験や既習事項を捉えた場合，常に強

烈な音楽体験による情動が行われることが必

要である。スロボダ（Sloboda，J．A）によれば，

個人が経験する感情と表出についての判断基

準は，音楽使用者と他者との関係にあると指摘

されている12）。情動的感情と情動的表出は多く

の自主性や働きかけを伴って深く社会の文脈

に埋め込まれており，それはしばしば音楽聴取

に強力な影響を及ぼしている。過去の様々な経

験を心の中で再体験し，アイデンティティを確

立し，感情を「吸い上げる」ための音楽の使用

は，公共の場所での自己呈示のためのものでは

ない13）としている。自己の情動的感情は，も

ともと個々に存在しており，その情動をどのよ

うに揺さぶり，音楽表現として表出していくの

かということが，学校における授業空間のコミ

ュニティに求められる。音楽科の授業では，多

くの音楽体験をさせていくことや「頂上体験14）」

を増やしていくことが，既有概念を自覚した上

で，問題を見出すことに繋がってくるものと考

えられる。

　一方で，「学びへの見通しを持つ」という視

点は，作曲や楽曲の分析・練習計画の立案とし

て考えられる。表現や鑑賞における領域では，

自らが見出した問題に対して「頂上体験」など

の音楽体験から自らの「表現」を検証していく

ことが重要である。また，目的の達成のために

どのような方法があるか，見通しを持って考え

ていくことにより，「表現」や「楽曲への解釈」

に対し，主体的に学習することが可能となる。

このような学習活動により，音楽的な思考力・

判断力・表現力の育成に寄与できると考えられ

る。

2音楽科における問題把握的学習の価値

　音楽授業デザインにおける問題把握的学習

は，学習意欲を喚起する場面であることと同時
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に，これまでに構築した概念または経験知や暗

黙知をさらに発展させ，新たな問題解決学習の

序開となる学習活動の場面である。

　マスロー（Maslow，　A．H．）は，「頂上体験での

情動反応は，驚異，畏敬の念，尊敬，謙虚さ，

そして偉大なものに直面したときの，その体験

への降伏といった特別な思いを伴っている」と

している15）。こうした強烈な体験は，時折，神

聖なものとして記されることもあるが，マスロ

ーは，音楽，とりわけクラシック作品が，頂上

体験を得るための簡便な方法の一つであるこ

とを見出した16）。これらの強烈な体験は，多く

の異なった身体的，疑似身体的，知覚的，認知

的，情動的，観念的な現象を伴うものであり，

情動は重要な構成要素であり，単なる体験とし

てだけでなく，身体的反応においても，それ自

身を顕在化させるものである17）としている。

　従って，問題把握的学習においては，「声の

響き」コミュニティから生み出される「音空間」

で，体感し，身体で惹きつけられた表現や情動

に興味・関心を持っことで，学ぶ意欲が生まれ，

楽曲理解や表現方法を模索していくことに繋

がる。その学習過程から，自ら問題を見出し，

自らの追究が始まるわけである。このような活

動を行うためには，教師がどのような教材や教

具を与えるか，また，音楽的な感動や情動をど

のように与えるかが大事であり，それまでに培

ってきた「身体から表現する」力や音楽による

「身体の情動として学習した既習事項をどの

ように結びつけていくのかが必要となる。活動

においては，そこで得られた感性と理論を繋ぎ

合わせた分析や考察を行うプロセスも重要と

なる。これらの学びでは，他者との関わりから

得られる解釈や協同的な比較・検討を行う学習

活動を通して，主体的に思考・判断していくこ

とができ，自らの考えを構築し，表現していく

力が培われる。

　歌唱や創作，器楽または鑑賞において，個々

が持つイメージや感性を大事にし，それぞれの

既有概念を基に，楽曲理解や表現方法について

問題を見出す。また，作曲方法や楽曲への疑問，

自らの表現に厚みを加えていくための手立て

を見出していくために，録音やスケッチ，言葉

を用いながら，他者と関わる。それぞれの自由

な感受を通して，自分なりの感じ方や考え方が

あることを記録し，疑問や自らの考えをまとめ，

問題解決へと学びを深化させるのである。

　動機づけを高めるために，自らの行動を自ら

で選択し，実行するという「自律性」の概念18）

とも似ているが，内発的動機づけによって「学

習する状態」へ変化することが，より高いパフ

ォーマンスに繋がる。音楽的活動に自ら進んで

学び，課題を解決していく自律性を持つとき，

子どもの理解や習得はより深いものになると

考えられる。音楽科における問題把握的学習に

おける授業アプローチや授業プロセスの重要

性がここに示唆される。

VI保健体育科における問題把握的学習

　の実践

1保健体育科における問題把握的学習の意味

内容

　保健体育科の学習指導では，特に体育分野の

学習活動において「できる，できない」という

技能発揮場面のみに焦点をあてるのでは，適切

な学習活動や評価活動は行えないと考える。

「運動に関する関心・意欲・態度」や，「運動

についての思考・判断」，「運動についての知

識・理解」などの各観点について，生徒自身が

意味解釈を進めながら，学習活動に取り組んで

いくような学習指導の確立が望ましいと考え

る。つまり，指導者が画一的で均等に示した学

習課題について，学習者が，何も思考せずに学

習に取り組むのではなく，その学習課題の解決

に向かうために，生徒自身が，学習課題につい

て，より理解を深めようとし，状況を把握して

いくことが，学習の大きな意味になってくると

考えられる。

　本研究では，教科横断的な視点から，「問題

把握的学習」に焦点を当てているが，保健体育

分野においては，特に「運動についての思考・

判断」の観点との関わりについて注視した。大

熊は，第一象限（問題把握的学習）については，
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各単元の学習活動において，生徒一人ひとりの

技能段階や思考・判断力には，大きな差異が見

られる。例えば，バレーボール部に所属してい

る生徒と陸上部に所属している生徒は，同じ運

動部であっても，それぞれの種目における各評

価観点での差異は顕著である。と考察している

4）。つまり，学習者のレディネスは，運動経験

や，既存知識の有無によって，大きな差異があ

ると言い換えることができる。では，その状況

の中において，全員が画一的に同じ学習課題の

達成に向かって充実した学習活動が行えるの

であろうか。残念ながらその結末は，体育の学

習に対して強い疎外感を持ち，運動を伴うよう

な学習に対して消極的な姿勢に導いてしまう

ことが，簡単に推測される。また，安全面の観

点から見ても，自分自身の技能段階や活動状況

への理解が乏しいという点からも，危険を伴う

学習活動になってしまうことも考えられる。

　だからこそ，既存の知識や経験をもとに，「自

分自身の学習における適切な課題設定」や，「学

びへの見通しを持たせること」が大切な指導と

なり，学習者にとっても有益な学習活動となる

と考える。また，このことは理科をはじめとす

る各教科領域においても共通する部分であり，

学習者がよりよい学びを得る為にも体得する

必要がある能力だとも考えられる。

通り，技能段階には生徒の既習内容によって差

異があるので，「技ができる楽しさや喜びを味

わい，その技がよりよくできるようにする」と

いう学習課題に向かって，自分の技能段階等を，

よく思考・判断した上で活動に取り組んでいく

ことが大切になる。つまり，単純に「発展技」

の学習を行い，難易度の高い演技を選択するこ

とが，有益な学習活動なのではない。難易度が

低くとも「基本的な技」を学習し，その演技を

多角的な視点を持って分析したり，自分自身の

課題を達成しようと，積極的に学習活動に取り

組むことが大切になってくるのである。

　運動技能を身に付けることや苦手種目の克

服も，基礎基本の定着という観点から考えれば

大切なことになるのは他ならない。しかし，学

習者自身が，大いに「思考・判断能力」を深め

ながら，学習活動に主体的に取り組んでいくこ

とが，どのような学習場面においても礎となっ

ていることは，構成主義的な学習観に転換しっ

つある状況下において，今後益々重視されるよ

うになっていくことを予見する。このような能

力を教科横断的な学習を通して，身につくこと

を期待せずにはいられない。そして，その身に

付けた能力が学習者の有益な学習活動を支え

る一助となることを期待し，今後も研究を進め

ていきたい。

2保健体育科における問題把握的学習の授業

実践

　先述の意味内容を補足説明すると，実際の保

健体育科における授業実践において，「単元に

おける学習課題」を達成することだけに主眼を

置き，単純に且つ誰にでも達成できるような安

易なものに設定する，という理解ではない。各

単元には修めるべき学習課題が存在するので，

その課題を示した上で，その課題達成に向かっ

て学習を進めていく必要がある。それは，その

アプローチの仕方が一人ひとりの生徒によっ

て違いがあるということを示唆している。例え

ば，器械運動における【第1学年及び2学年】

マット運動の単元においては，「回転系」，「巧

技系」の運動が例示されているが8），先述した

VIIまとめ

　本研究では，理科授業デザインにおける問題

把握的学習の象限に焦点をあて，国語科，社会

科，音楽科，保健体育科の教科教育の視点や授

業実践と比較することによって，それぞれの教

科が保持している教科特性，および，教科横断

的視座における重要な点にっいて論考した。

　そして，その結果，問題把握的学習における

「既有概念について自覚する」，「学びへの見通

しを持つ」の二つの視点が，教科横断的な視座

においても有用であることが明らかとなった。

附記

　本研究の一部は，JSPS科研費24531150の
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支援を受けたものである。
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